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4.10家 庭 と産業社会

4.家 政 思 想 の 系 譜

資本主義生産は機械制大工業に立脚 し,科 学技術 を

武器に資本(企 業)間 の営利追求を動機 とする市場競

争 を通 じて,社 会の物質的富 を著しく増大 させてきた.

人 々の意識 も競争関係の中で淘汰 され個人主義的特徴

を強め,ま た信仰心に裏打ちされた伝統的な禁欲主義

から消費 を美徳 とする物質主義への価値観の転換 も進

展した.こ れ らは人間関係や人間性の深部 にまで及ぶ

変化だったのであ り,し たがって生産の発展は資本関

係内部だけにとどまらずに人間そして家庭 をも含 めた

社会全体の変容すなわち産業社会の成立 とい う歴史的

な事態へと結びつ くものであった.中 でも先進的な大

量生産 と大量流通網(鉄 道や広告)そ して大量消費の

組合せ を実現 したアメリカ合衆国では,19世 紀 半ばに

はすでに産業社会の こうした傾向が顕著 になってい

る.と ころでこのアメリカにおいて世界的に先駆的な

近代家政学 としてのhomeeconomicsが,20世 紀 初頭

にかけて結実 していった ことは,家 政思想史のうえで

も注目に値する事実である.そ こにどのような 「家庭

と産業社会」についての思想が含 まれていたのか.こ

の点 をここではhomeeconomics成 立 の中心人物 リ

チャーズ(Richards,E.H.)に 焦 点をあてみてい くこ

とにしよう.

リチャーズは実態 としての家庭 を産業化に比べて遅

れた停滞的な女性の活動領域 ととらえていた.産 業化

自体については否定的ではない.む しろ彼女はアメリ

カの工業経営の進歩性 を 「男性の忍耐 と活力 と工夫」

が もたらした成功 と評価 している.これは翻っては「家

事担当者はなぜ機械工場 と歩調 をそろえないのでしょ

うか」という家庭経営停滞論になる.女 性は家庭経営

の面で成功 していない というわけである.し かし産業

化の個別具体的な実態については,リ チャーズは商品

の粗製濫造や環境汚染 を明確 に批判する立場 にあっ

た.そ してこの面でも,製 品の消費者であ り,ま た汚

染された環境 に直接に影響を受 ける家庭が,い まだ無

自覚なことが問題 とされた.「何 をどういう組合せで生

産すべきか」にっいて発言する特権をもっているのは

消費者かつ家庭経営者 としての女性であるにもかかわ

らず,こ の特権を発揮 しないために,家 庭は産業化の

はるか後方にあり,生 産のたてる 「ほこり」 を窒息せ

んばか りにこうむっている,と リチ ャーズは事態をみ

てとったのである.

この家庭停滞論はしたがって実態認識の域 にとどま

っていたのではな く,眼 前の産業界 と家庭生活の双方

の実態を批判し,と もによりよい方向にかえるという

実践的目的をもっていた.こ のうち産業界の実態に変

更 を加える ということは,む ろん家庭のためにである.

それは産業社会を家庭 という価値観点か ら批判的にと

らえかえすことに他ならなかった.同 時に産業がすで

にそうしていたように家庭 にもいわば対等に科学 とそ

れに基づ く技術を導引 して くることであった.そ して

そのためには 「男性の科学を家庭環境の中で役立つも

のに変革する」必要が考 えられた.

この必要に応えるためには一つに,家 事担当者の女
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性がいいかげんな思い込みに惑わされたりすることな

く科学の正 しい知識 を身につけなければならない.も

う一つはそのための科学教育の指導者 も単に知識 をも

っているだけではな くそれを実際問題に適応で きる応

用力を備えなければならない.家 庭 と科学の結合のた

めにこの双方の課題 に応えようとした リチャーズがは

じめ自宅を 「正 しい生活(rightliving)の た めのセン

ター」にして様々に行 った実験はホームケ ミス トリー

と呼ばれた.食 生活は栄養素の分析やカロリー計算 と,

住生活は熱効率や酸素消費,空 気循環の理論 と,ま た

衣服の汚れやしみはその化学的組成と,と いうように,

こ こでは家庭が次々に科学 と協力 し始めた.消 費者問

題が一般に認識されていない当時にあって,産 業界や

政府向けの製品テス トや商品加工行程検査のデータも

ここから提供 された.

後 にリチャーズは多 くの協力者 を得ながら学校給食

や地域の食事サービスあるいは情報不足のアメリカ中

西部農村地域向けの通信教育など精力的な社会活動局

面 を切 り開いていくが,そ の思想 を支えたのは一貫 し

てこの 「正 しい生活」 という価値観 と同時に応用力を

備 えた科学教育を実践するという姿勢であった.「家庭

科学 とはすべての近代的な科学知識の応用である」 と

いう新 しい応用科学分野開拓の展望 も芽生えふ くらん

でいったのである.や がて結実する家政学の枠組みは

しかしケミス トリーというより,む しろその範囲を超

えた というべき独自のエコノミックスである.

「エコノミックスとは,金 銭はもちろん,時 間 とエネ

ルギーに関して,経 済的方針にかなった家庭の経営を

意味 している」 とリチャーズは述べる.し か もそれは

「子 どもたちの保護 ・養育のための,あ るいは自己犠牲

の特性 と外界に対する強さとを発達させる場所」 とし

ての家庭の経営なのであり,し たがって単に経済合理

主義的経営なのではない.「最 も重要なことは,人 間の

心 と力の経済であり,そ の全きことが家庭 という場で

最善に行われる」ことなのである.こ の 「家庭の経営」

が,生 活の個々の具体的問題に関して化学を取 り入れ

た科学的分析的要素をもちうることは繰 り返すまで も

ない.一 方モノとヒ トを一つの空間 ・関係 として包括

する家庭の経営であるかぎり,そ こには総合的要素が

不可欠である.こ のエコノ ミックスが含意する 「経済

的方針にかなう」 とは分析的科学を適宜に発揮 しうる

家庭の経営=総 合力 とみることができる.こ れは自覚

的に身につけられなければならない.家 庭は産業の発

展か ら取 り残されてはいるが,元 来 ヒトは消費をつう

じて 「富の使用に関連 した大 きな責任」をもっている

はずだからである.

産業社会の発展の中で家庭の発言力を発揮する必要

性 は成熟 していった といえよう.し かしもとよりこの

必要性は,家 庭を一つの普遍的価値 とする理念をもち,

そ こから家庭の実態を冷静にとらえる中で初めて具体

的に認識の出発点に位置づけることができる.そ して

発揮される発言力 とは,こ の停滞の実態を産業(外 的)

と家庭(内 的)双 方の修正を通じて克服してい く力,

しか もあ くまで家庭 という価値 に根ざした科学的批判

的な理性の力であった.、

(福田はぎの)


